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京都の戦乱と地方の動き
学習日　　月　　日

次の文章を読んで、あとの各問いに答えなさい。
1467年、京都を主な戦場とする戦乱が始まり、11年にわたって続いた。こ
の戦乱の後、家来が主人に打ち勝つ風潮が広がり、各地で武士や農民が団結して守護
大名に立ち向かった。1488年には、加賀で、ある仏教の信仰で結びついた武士や
農民が守護大名をたおし、約100年間にわたって自治を行った。
① この戦乱の名と、そのときの将軍の名を、それぞれ答えなさい。

戦乱（　　　　　　　　　　）　将軍（　　　　　　　　　　）
② この戦乱の原因としてあてはまるものを、次から２つ選びなさい。
ア 朝廷と幕府の勢力争い イ 将軍のあとつぎ争い
ウ 天皇と上皇の勢力争い エ 守護大名どうしの勢力争い

( )
③ 家来が主人に打ち勝つ風潮を何というか。 ( )
④ 加賀で守護大名をたおした一揆を何というか。 ( )
⑤ 加賀の位置を、地図中のア～エから
１つ選びなさい。 ( )
⑥ ④の一揆で結びついた人々が
信仰していた仏教の宗派を
何というか。 ( )
⑦ 1485年、山城で武士と農民が守護大名を追い出し、
自治を行った一揆を何というか。 ( )

次の文章と資料を読んで、あとの各問いに答えなさい。
戦乱が全国に広がると、実力で領国を支配する大名が各地に現れた。これらの大
名は独自のきまりを定め、城の周囲に家臣や商工業者を集めて町をつくった。次の資
料は、ある大名が定めたきまりの一部である。
（資料）わが朝倉の館のほかに、国内に城をきずいてはならない。領地のある者は
　みな一乗谷に移り住み、領地には代官だけを置くこと。
① 実力で領国を支配した大名を何というか。 ( )
② 資料のような、大名が定めた独自のきまりを何というか。 ( )
③ 城の周囲に家臣や商工業者を集めた町を何というか。 ( )
④ 大名が資料のように家臣を城の周りに住まわせたのはなぜか。簡単に書きなさい。
( )
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解答
① 戦乱 応仁の乱　将軍 足利義政

② イ、エ

③ 下剋上

④ 一向一揆

⑤ イ

⑥ 浄土真宗

⑦ 山城の国一揆

① 戦国大名

② 分国法

③ 城下町

④ 家臣を集めて戦力を強め、領国の支配を固めるため。
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